
令和２年７月１７日（金） ３校時   国語科 ３年生 [３年１組教室] 

指導者 伊藤 正統 

１ 題材名 段落どうしの関係を読もう～「合図としるし」（学校図書３年）～ 

２ 単元設定の背景 

教
材
観 

『合図としるし』は，教科書改訂後も引き続き教科書の前半に掲載されている作品である。事例後に

「これらは」と指示語で分類や特徴，よさをまとめることを繰り返し，最後に「このように」で締め括る

パターン化された文章構造になっている。そのため，子どもが文章構造をとらえやすく，段落の関係をつ

かみやすい。一方で，『合図としるし』と題名を見ただけでは，筆者が何を述べて，何を伝えようとして

いるのかがはっきりしない。また，どのようなものが「合図」で，どのようなものが「しるし」なのかを

明確に区別していくことも難しい。そこで，言葉に着目して合図かしるしか判別しながらその特徴や果た

している役割を調べていくことで，段落を支える事例や理由を見付けることができると考える。 

児
童
観 

前出の説明文『ミラクルミルク』は，新型コロナウイルス感染症対策による休校のため，その大半を

家庭学習とした。学習したことを基に授業をしたが，子どもによる学習や理解度の差が大きかった。本題

材を進めるにあたって，子どもは，「はじめ」「中」「終わり」という言葉は知っているが，形式段落や意

味段落は知らない様子が見られた。日々の日記も形式段落を踏まえず，文毎に行を変えるなど段落のとら

えに課題が見られた。その反面，日々の音読を通して，文章の内容の大体は把握しており，第１時で，「『合

図としるし』とは，何か」と問うと，「消防車や救急車のサイレンの音」，「信号の色」，「ゼッケン」など

と容易に答えた。 

集
団
観 

新型コロナウイルス感染症対策のため，少人数での話し合い活動は控えている。そのため，全体で発

表し，聞き合う活動に終始している。そこで，友達の意見を聞いて自分なりの考えをもったり，思いや考

えを進んで発言したりすることができる集団をめざしている。そのためには，賛成，反対にかかわらず友

達の意見につながりをもたせたり，話題が変わることを断ったりする言葉を付けて発表することや意見の

やり取りと関連させながら意見を書くことで，友達の意見を尊重できることが大切であると考える。 

指
導
観 

筆者は，『合図としるし』と言いつつ，末尾では「合図やしるし」と述べている。しかし，これには伏

線がある。文頭の「合図やしるしには，どのようなしゅるいがあり，わたしたちの生活の中でどのように

やく立っているのでしょうか」という問題提起の文と呼応した形となっているのである。すなわち，筆者

は合図としるしについて，それぞれを述べた上で，それらの共通点を見いだそうとしているのである。そ

こで，あえて「合図」と「しるし」を分けてとらえさせることで，分ける必要がないことに気付かせたい。

また，それを探っていく手がかりとして，指示する語句（「こ・そ・あ・ど言葉」），接続する語句（「つな

ぎ言葉」），形式段落，意味段落の学習を仕組むことで，主体的な学びを促したい。 

 
３ 単元の目標及び計画（全６時間） 
■単元の目標  

段落相互のかかわりや指示語に着目して，事例と理由を見付ける活動を通して，自分なりの考えや思いを

もって筆者の主張について筆者の主張をとらえることができるようにする。 

■単元の計画 

 第１次 説明文「合図としるし」について考える・・・・・・・・２時間 

 第２次 段落相互の関係について考える・・・・・・・・・・・・４時間（本時１／３） 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文の中で用いられている指示す

る語句と接続する語句の役割，段落

の役割について理解することがで

きる。 

 段落相互の関係に着目しながら，考

えとそれを支える理由や事例との関係

について叙述を基にとらえることができ

る。 

 言葉の役割と筆者の考えとの

関係に気付くとともに，自分なり

の思いや考えを伝えようとすること

ができる。 



５ 本時の学習 

■目標  意味段落に分けることで文章構成をとらえる活動を通して，文章構造の大体をつかむ。 

■学習過程     ※（全）（小）（個）：学習形態（全：全体の場 小：小集団 個：個人）○評：評価の観点  

学習事項 児童の活動   教師の働きかけとねらい     （集 団） 

１．学習課

題 へ の

接近 

（１）前時までの学習内容を振り返る。 （１）「こそあど言葉」，「つなぎ言葉」，

「形式段落」，「意味段落」と板書

して，どのようなものか問い，説

明させることで，確認する。 

（全） 

 既習内容に

ついて共通理

解を図る。 

２．学習課

題 の 設

定 

（２）学習課題を設定する。 

 

 

（２）意味段落「はじめ」「中」「終わ

り」に分けさせる。その上で，「終

わり」が「まとめ」であることを

伝え，筆者の主張をとらえさせる

ことで，「中」の文章の役割に目を

向けさせる。 

（全） 

 学習課題を

把握させる。 

３．学習課

題 の 追

求 

（３）筆者が，「中」を書いた理由を考

える。 

 ・「このように」とあるので，前に書

かれていたことと関係がある。 

 ・「さまざまなとくちょう」といって

いるけれど，これだけでは，どの

ような特徴かわからない。 

 ・「とくちょうを生かした場面や場

所」もこれだけでは，よくわから

ない。 

 ・ここだけではわからないことが

「中」に例を出して詳しく書いて

あるから，「中」が必要だ。 

 

（４）筆者が，「はじめ」を書いた理由

を考える。 

 ・「はじめ」は，詳しくしているわけ

ではないけれど，必要だ。 

・「中」からいきなり始まったら，読

みづらい。 

 ・「～でしょうか」ってあるので，読

み手に質問しているのだと思う。 

 ・「では」は，話題を伝えるときに使

うから，今から言うことを伝える

ために書いているのだと思う。 

（３）「終わり」の一文を板書して，ゆ

っくり読み上げることで，「こそあ

ど言葉」や抽象的な語句があるこ

とに気付かせる。 

 ・句読点で句切って読むことで，「こ

のように」という語句に着目でき

るようにする。 

 ・「さまざまなとくちょう」，「それぞ

れのとくちょう」，「場面や場所」

の語句を強調しながら読み上げる

ことで，手がかりとなるようにす

る。 

 

 

（４）「中」に合図としるしの特徴が詳

しく書いてあることを確認させる

ことで，「はじめ」の役割をとらえ

させる。 

 ・「はじめ」を読ませることで，どの

ようなことが書いてあるのかをと

らえることができるようにする。 

○評「はじめ」や「中」の必要性につ

いて発言したり，書き留めたりす

ることができたか。（発言・ノート） 

（全）⇔（個） 

発表後に「本

当か」と尋ね，

挙手させるこ

とで個人の考

えを反映する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全）⇔（個） 

発表後に「本

当か」と尋ね，

挙手させるこ

とで個人の考

えを反映する。 

 

４．本時の

まとめ 

（５）学習を振り返り，次時への学

習課題をもつ。 

（５）本時の学習を振り返らせ，次

時に向けた見通しをもたせる。 

（個）→（全） 

 次時の学習

への意欲を高

める。 

 

 筆者は，「終わり」だけ書けばよ

かったのではないか。 


